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1．問題の所在
折り紙は日本の⽂化的シンボルとされ、教育⽂化活動・商業活動などの多様な場面で利用
されている、伝統的な⽂化芸術である。最近の研究では、1617年以前のものと考えられる小
柄に折り鶴のレリーフが施されていることから1、折り鶴はこれ以前に成立しており、日本
の折り紙⽂化には400年以上の歴史があると考えられている。
⽂部科学省は「平成26年度⽂部科学白書」において「2020年に向けた⽂化政策の戦略的展
開」と題し、日本の⽂化財や伝統等の維持・継承・発展の必要性と、少⼦高齢化による地域
コミュニティの衰退と⽂化芸術の担い手不足を指摘した上で、2001年に制定された「⽂化芸
術振興基本法」に基づき、⽂化芸術の振興を国の政策の根幹に据え、「⽂化芸術立国」を目
指すとした2。
また⽂化庁は「日本の心を世界に伝える」をコンセプトとして、「世界の人々の日本⽂化
への理解の深化につながる活動や、外国の⽂化人とのネットワークの形成・強化に繋がる活
動を展開」3することを目的とし、複数の芸術家・⽂化人などを、毎年2003年より⽂化庁⽂化
交流使として指名している。2019年度には、コンピュータを用いた折り紙の設計技法の研究
者である三谷純が、その1人としてアジア8カ国に派遣された4。折り紙は現代において日本
を代表する⽂化の一つとして認められているのである。
一方、国内では明治時代以降からあった学校教育での折り紙の教育の歴史が途切れてしま
った経緯がある5。
明治時代、フリードリヒ・フレーベルの幼児教育法の輸入と同時に幼稚園が設立された。
その幼児教育法の一つに、折り紙を用いたドイツ由来の教育課目があったのである。日本の
既存⽂化と混じり合った折り紙の教育は6、その後小学校低学年の手工の授業にも正式な課
目として取り入れられた。しかし、幼児教育研究者の倉橋惣三は、折り紙の教育的価値につ
いて否定しており、その影響を受けてか1948年刊行の「保育要領」に折り紙の入る余地はな
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く、幼稚園教育の正式なカリキュラムからは消えてしまう。小学校教育においては、それほ
ど明確な否定意見は発見されていないが、1958年施行の「小学校学習指導要領」より折り紙
の⽂字は消えてしまった。
このように、日本ではきちんと伝承されるフォーマルな教育システムが無く、折り紙の⽂
化は継承の仕組みが確立されているとは言い難い。それどころか、その教育的価値は、フォ
ーマルな教育現場において否定されて久しいのである。
折り紙の⽂化は、日本のみならず世界各国に存在するが、それを目覚ましい勢いで発展さ
せているのが韓国である。現在の韓国国内では、折り紙はorigami7ではなく종이접기（チョ
ン・イ・ジョプギ）と呼ばれ8、自国の伝統・⽂化の1つとして浸透しており9、折り紙の教育
的価値が認められている。韓国最大の折り紙団体である社団法人韓国折紙協会（以下協会）
は、1989年に設立されてから30年間、自国⽂化としての折り紙を育み、普及させてきた。会
員は2019年現在、約7,000人、約99％が女性であり、⼦どもは含まれていない。事務局には
正社員9名と、事務を統括する会長1名、副会長1名が常駐している。また登録講師と呼ばれ
る専門知識と技術を持って活動する講師は約800名、「⽀部・教室」と呼ばれる協会公認の塾
形式の教育施設は、300箇所を越えるという10。
世界に折り紙団体は数多く存在するが、専従者と事務所を構えているところは非常に少な
く、会員数や組織体系を比較すると、折り紙団体としては世界的に見て最も大きな団体の一
つである。本論の目的は、第一に、協会の活動を検証することにより、なぜこれほど韓国の
折り紙が発展したかを明らかにすることである。第二に、それをもって日本の折り紙⽂化へ
の示唆を得ることである。
研究方法は、主に30年間発行され続けている協会の会報『紙⽂化』や11、協会公式ウェブ
サイトの分析、および協会事務局への取材12とする。
2．韓国折紙協会の教育活動
社団法人韓国折紙協会は、自国の折り紙⽂化の普及と発展を目的として、1989年に発足し
た非営利団体である。発足から現在までの歴史は表1に示した（表１：韓国折紙協会の歴
史）。
活動の大きな特徴は、発足と同時に日本折紙協会のシステムを参考にした、⼦ども向け資
格「折り紙級」制度と、大人向け資格の「初級講師」制度をスタートさせたことである13。
また1991年には協会付設機関として韓国紙⽂化院を開設14、折り紙以外の紙工芸の研究と普
及活動も開始した。1999年、同じく付設機関として紙造形教育院を開設するが、これは2008
年にソウル市中部教育長の認可を得て紙造形平生教育院となり、平生教育士を1人置いて会
員以外へも教育の門戸を開いた。こうして韓国紙⽂化院（以下⽂化院）は研究機関、紙造形
平生教育院（以下教育院）は教育機関として位置付けられた。
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西暦 年月日 出来事 備　考
3月7日 韓国折紙協会発足 ソウル特別市城北区吉音洞877-186
5月1日 協会報『折り紙』1号創刊
8月8日 社団法人登録
8月25日 第1回理事会 各委員会結成、スローガン提唱
9月18日 初の折り紙級取得者誕生 小学5年生、小学2年生が10級取得
10月13日 初級折り紙講師認定書授与式 講師制度開始後初めての認定。10名。
10月31日 第1回折り紙作品の展示会 開催 10/31-11/5、観覧4,000人、教室参加500人
1月23日 第1回折り紙作品公募受賞者表彰
2月4日 第1回総会開催
3月9日 初の支部となる釜山支部設立
3月 国民学校4年生の美術の教科書に折り紙 1990年度分教科書31頁に折り紙作品掲載
10月15日 講師制度改正 初級講師の上に、中級ABC、上級C、師範を設置
10月20日 講師用教科書初出版 『折り紙指導書 面白くてためになる折り紙教室』
1月29日 8月8日を“折り紙の日”に制定
7月12日 付設機関として紙文化院設立 紙工芸専門の作品展示と講習スペースを設置
1月28日 第2代役員選出（第5回定期総会）
8月5日 協会報『おりがみ』27号発行  『おりがみ』季刊誌（年4回発行）に変更
1995 3月10日 紙文化院正式発足 定款改正、8種類の紙工芸を扱いはじめる
1997 3月1日 講師制度改正 初級、中級、上級、師範、紙工芸も資格制度に
1998 8月1日 講師制度改正 初級、中級、上級、師範、指導師範の5段階に
1999 8月9日 付設教育機関として紙造形教育院設立 2008年に紙造形平生教育院となる
1999 11月14日 事務局移転、紙の美術博物館開設 ソウル市中区奨忠洞1街62-3
3月3日 「スタート！訪れる文化活動2000」発足式 文化観光部推進行事, 全国の文化の家で1年間作品展と講習
9月25日 会報名称変更  会報名称『おりがみ』が『紙文化の国』へ変更
10月20日 第32回大韓民国文化芸術賞団体賞大統領賞受賞
2月19日 第4代役員選出（第17回定期総会）
10月10日 第1回学術大会 教師と教育関係者200人が参加
2002 11月1日 折り紙級制度改正 対象を幼児、子ども、青少年に分割
1月10日 会報名称変更 会報名称『紙文化の国』が『紙文化』へ変更
3月1日 講師制度改正 初級、師範3〜1級、指導師、研究課程へ
6月19日 『紙文化』から「日本折紙協会協力」が消える
11月22日 第5代役員選出（第22回定期総会）
4月30日 第1回折り紙マスター資格検定試験実施 500人が受験
9月29日 韓国折紙協会社屋購入 ソウル特別市中区新堂洞366-104
7月2日 第6代役員選出（第27回臨時総会）
9月17日 韓国紙文化院開設 新社屋に合わせて新設
2008 3月4日 紙造形平生教育院開設 ソウル市中部教育長認可
4月25日 第1回全国紙飛行機大会開催
10月17日 日韓文化交流折り紙コンベンション開催 10/17-19、慶州にて初の日韓合同開催コンベンション
2月22日 第7代役員選出(第30回定期総会)
8月20日 第1回コリア折り紙コンベンション開催 単独での国際交流を目指したコンベンションを開催
9月11日 第2回全国紙飛行機大会開催 参加者約2,000人
2011 11月26日 第1回大韓民国紙工芸文化商品公募展開催
5月12日 「折り紙ボランティア」行政安全部長官表彰を受賞
6月18日 協会報『紙文化』100号発行
2013 3月11日 第8代役員選出(第33回定期総会)
8月4日 第25周年創立記念式典、第25周年記念展示会開催
8月29日 ソウル特別市中央教育支援庁と業務協約 ソウル市中部教育支援正果生涯学習後援機関に指定
2016 2月29日 第9代役員選出(第36回定期総会)
2017 12月19日 オ・ギョンヘ会長が女性家族部長官賞を受賞
2018 2月21日 ソウル市中区進路職業体験支援センターと業務協約
8月8日 設立30周年記念式典
8月17日 第10回コリア折り紙コンベンション開催
出典：韓国折紙協会『折り紙』 (1号-54号, 1989-2000）, 『紙文化の国』（55号-62号, 2000-2003）,  『紙文化』（63号-129号,
2003-2019）, 誌名変更後は号数も継続, 左資料により筆者作成
2019
2012
2014
2003
2004
2006
2007
2009
2010
表1：韓国折紙協会の歴史
2001
1989
1990
1991
1993
2000
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⽂化院では、協会の登録講師からの選抜
者を中心とした研究員が運営・活動してい
る。活動分野には、折り紙リサーチ分
科15・折り紙コンテンツ分科16・折り紙セラ
ピー分科17・現代紙造形分科18・造形芸術分
科19・アート造形分科20・教育情報管理分
科21という7つのカテゴリーがある。それぞ
れに5人～14人の研究員が所属し、担当分
野について調査・研究し、独自の教育プロ
グラムや、その受講者のためのテキストも
開発している。
教育院は、⽂化院で開発された教育プロ
グラムを実施・検証する教育機関であり、
大きく次の４つの役割を担っている。①協
会が発行する資格の取得コースのサポー
ト、②協会で活動する、登録講師・研究委
員・教室長・⽀部長それぞれのための定期
的な能力強化ワークショップや紙造形教育
セミナーなどの運営、③専門性を高めるた
めの「紙造形特講・プログラム」の実施、
④現職の教育従事者を対象とした「特殊分
野のオンライン教員職務研修」の運営とサ
ポートである。
①は、教育院の核となる活動である。後
述する27種類の資格の多くについて、協会
の登録講師が全国で取得指導にあたってお
り、そのサポート業務を行う。②のワーク
ショップ・セミナーは、すでに資格を取得
して活動している登録講師・⽀部長・教室
長・研究員らのスキルアップを目的として
開催している。③には「創作折り紙アカデ
ミー」「体験数学折り紙プログラム」「放課
後ケア教室」「シニア折り紙認知症予防プログラム」「折り紙セラピー」などがあり、①の
「資格取得コース」の指導が登録講師によって各教室で行なわれるものであるのに対し、こ
登録講師・支部長・教室長・研究員の
力量強化ワークショップなど
ワークショップ・セミナー
教育情報管理分科
図書資料をはじめとする最新情報の収集と
管理、講師への提供。国家公認民間資格折
り紙マスター通信教育資料開発、放課後ケ
ア教室四季プログラム開発、外部機関との
連携活動進行
基本教材と創作折り紙の研究開発
韓国紙文化院
教育
検定
折り紙リサーチ分科
折り紙セラピー分科
資格取得コース
折り紙コンテンツ分科
検定審査
資格発行
講師登録
紙造形平生教育院
韓国折紙協会
事務局
図1 : 資格に関する活動組織図
研究・開発
特殊分野のオンライン教員職務研修
現職教員を対象にした、オンラインによる
折り紙・紙造形の教育研修
創作折り紙教室、放課後折り紙ケア教室、
折り紙セラピー、折り紙認知症予防など
27種類の資格がある：詳細は図3参照
紙造形特講・プログラム
小学校低学年対象の教育課程連携活動プ
ログラム開発、中学校の自由学期制度に対
応した進路探索プログラム開発など
現代紙造形分科
紙彫刻、ペーパークイリング、ブックアート、
スクラップブッキングなど現代的な紙造形
の教育プログラム開発
韓紙造形芸術分科
楮の韓紙を素材にした工芸の作家及び指
導者養成のプログラム開発
ア トー造形芸術分科
クレイアート、リボンアート、ナプキンアー
ト、ビーズアートなどの教育プログラム開発
高齢者や特殊教育対象者のための教育プ
ログラム開発
韓国折紙協会公式ウェブサイトを参考に筆者翻訳・構成
http://www.origami.or.kr/kr/organization/cultural.php、
http://www.origami.or.kr/kr/organization/educational.php、
http://www.origami.or.kr/kr/company/org.php（2019年9月18日
取得）
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れらは教育院が専門講師を呼んで直接開講している。④は全国の幼・小・中・高の教員と教
育専門職の人々を対象としたオンライン講習で、折り紙と紙の創造的な造形活動能力の向
上、教科指導方法の改善、専門性の向上などを目的としている。30時間の履修で教員の職務
研修として扱われ、昇進のための2単位が取得できる。またこのプログラム修了後、希望す
れば協会の発行する「児童紙造形指導士」の資格も取得することができる。フォーマル教育
を生涯学習の範疇から⽀える活動である。
以上の⽂化院と教育院の役割を図1に示した（図1：資格に関する活動組織図）。
3．折り紙講師育成システム
前述のように、協会には設立以来、⼦どもの資格制度と大人の資格制度がある。⼦どもの
資格は、折り紙の熟達度を認定することが目的であり（図2：⼦どもの資格）、大人の資格は
折り紙の指導者になることを主な目的としている。
折り紙の大人の基本的な資格は「初級」「師範」「指導師範」の3段階である。現在約800人
いるという、協会公認の講師として活動できる登録講師になるには、次の手順が必要である。
①教育プログラムを、各地域の⽀部・教室、登録講師、または「紙⽂化院」から直接受講、
②検定審査を経ながら「指導師範」までを取得、③設定された諸要件を満たしたのち22、④
講師登録手続きを行う23。講師の種類は、指導できる範囲によって「⼦ども講師」「一般講
師」「⽂化講師」「教育講師」と4つに分かれており、登録のための要件も異なる24。
折り紙の基本的な資格のほかにも、他の紙工芸やアートの資格、又はさらに専門的な折り
紙講師の資格が26種類用意されている（図3：韓国折紙協会の資格取得コース一覧）。資格の
検定審査を受ける段階で、協会の会員として登録する必要があり、協会は、基本的にこれら
何らかの資格を有している大人で構成されている25。また資格は1つだけでなく、複数分野の
資格を所持している者が多い。これは後述する資格取得後の活動内容によって、身につける
べき技能が増えるからである。所持している資格が、活動可能な分野を示す証明になってい
るとも言える。
韓国では、民間資格であっても運営する際に
は韓国職業能力開発院への申請手続きをとらな
ければならず、協会の資格もすべて登録されて
いる。この中でも「国家公認民間資格折り紙マ
スター」は、「民間資格国家公認制度」26に基づ
く審査基準を満たした、社会的ニーズに応える
優れた民間資格と認定された資格である。行政
が認める折り紙の資格は、世界でも珍しいと言
えるだろう。韓国国民なら年齢制限なく誰でも 図 2 ： 子どもの資格 （級制度）
出典： 韓国折紙協会公式ウェブサイトより筆者翻訳・作成 
http://www.origami.or.kr/kr/qualification/grade.php  
（2018年11月29日取得）
幼児 子ども 青少年
（未就学児） （小学1～4年生） （小学5年以上）
子ども
折り紙博士
青少年
折り紙博士
幼児
折り紙博士
「青少年」
師範課程へ
進級可能
満17歳以上で
大人の資格に
切替可能
「子ども」
3級課程へ
進級可能
3 級
2 級
1 級
▼
▼
3 級
2 級
1 級
▼
▼
初級
師範
指導師範
▼
▼
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受験することができ、試験の合格によってのみ
取得が可能で、一定の折り紙の理論的な知識や
熟練技能を所持していることを証明するもので
ある。後述する「⽀部・教室」の開設にあたっ
ての申請や、教育院で開講している「創作折り
紙アカデミー」を受講するにも必要な資格とな
っている。5年ごとの更新が必要で、その際に
は30時間の保守教育を受ける必要がある。
4．資格取得後の主な活動内容
韓国折紙協会の公式サイトでは、資格取得後
の主な進路として次の9つを挙げている27。①乳
児院、幼稚園、⼦どもの家、美術塾などでの遊
び活動指導教師、②初・中等教育機関での放課
後学校（特技適性）、放課後児童教室指導講師、
③中学校自由期制、サークル活動、特殊学級指
導講師、④大学関連学科（幼児教育、児童美術
など）、社会教育院、生涯教育の講師、⑤デパ
ート、⽂化センターなどでの指導活動、⑥社会
脆弱階層と⽂化施設の利用者の才能寄付ボラン
ティア活動（各地域の住民センター、福祉館と
社会団体、図書館、シニアタウンなど）、⑦国
内⽀部、教室、工房などの運営、⑧世界中の主
要都市における⽀部運営、⑨その他の作品展示活動、国際交流・民間外交⽂化活動など、
様々なイベントへの参加。
　①はこれらの施設に勤務する教師が、技能の一つとして折り紙を勉強し、資格を取得する
というケースである。②の「放課後学校」では、特技・適正プログラムの科目として小学校
生を対象とした折り紙教室が開講されることが多く、折り紙専門家が外部講師として呼ばれ
ている28。「放課後児童教室」は、「初等児童教室」29など⼦どものための放課後を中心とした
学校外ケアサービスのことで、指導者向けの折り紙教育プログラム「放課後折り紙児童教
室」と、その技能を身につけていることを認定する資格「放課後トータル紙アート指導士」30
が用意されている。
③の「自由学期制」31の全国的な実施にあたっては、中学生に対して折り紙の専門家として
の職場体験・キャリア教育を行うための「進路探索プログラム」が考案されている。特殊学
折り紙指導士
紙彫刻指導士
紙装飾指導士
ブックア トー指導士
楮紙造形指導士
韓紙絵指導士
色紙工芸指導士
紙縄・紙糊工芸指導士
クレイア トー指導士
ビーズ工芸指導士
初級 　 師範 　 指導師範
指導士
2級
指導士
1級
専門
指導士
子どもブックア トー
スクラップブッキング
生活包装
紙紐クラフト
ペーパークイリング
ペーパーイラスト
特殊児童紙造形美術
高齢者紙造形心理美術
クレイクッキーア トー
ナプキンア トー
リボンア トー
専門講師
シニア折り紙造形
創意航空科学指導士
児童紙造形指導士
放課後トータル
紙ア トー指導士
指導士
指導士
2級
指導士
1級
専門
指導士
国家公認民間資格
折り紙マスター
大韓民国誰でも受験可能
（年齢制限なし）
図 3 ：韓国折紙協会の資格取得コース一覧
韓国折紙協会 『紙文化』 128号, 2019年, p.67を参考に
筆者翻訳・作成
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級指導に対しては、専門の資格「特殊児童紙造形美術指導士」がある。
④「大学関連学科」は、将来職業で⼦どもの教育にあたる予定の学生が指導の対象で、⑤
においては、登録講師が⼦どもや大人に対して協会の提供する資格取得指導プログラムを行
うことができる。⑥の「才能寄付」32と呼ばれるボランティア活動の場でも、折り紙教育は行
われている。
⑦の「国内⽀部、教室」は、登録講師が事業主になり、韓国折紙協会の看板を掲げて開設
するフランチャイズにも似た専門教育施設である。塾形式で折り紙の教育が行われるのは、
韓国の折り紙の教育システムにおける大きな特徴の1つである。開設する講師には、折り紙
マスターなど複数の資格所持や専門家としての活動実績など、様々な要件が求められてい
る33。全国に300箇所以上あり、生徒を取り合うことの無いよう、一定の距離をおくなどの設
立ルールもある。協会はこの開設・運営のサポートを行っている。デパートや⽂化センター
で開かれる教室よりも月謝がやや高めだが、より丁寧な指導を受けることができるとされて
いる。師範・指導師範など上級の資格取得のための教育は、この⽀部・教室で行なわれてい
る。またこれを運営する⽀部長・教室長は、折り紙以外の紙造形・アートの資格を持ってお
り34、希望すれば、折り紙だけにとどまらない多彩な表現手法に触れることができる。質の
高い教育と普及の場として、⽀部・教室の存在は大きい。協会では、⽀部長、教室長に対し
て定期的なセミナーやワークショップを開催しており、教育内容の質の向上と指導力強化に
余念がない。
⑧の海外⽀部は、各国在住の韓国人講師によって運営されている。現在のところドイツと
スイスに設立されている。⑨の作品展示活動は、ギャラリーを借りての本格的な作品展を開
催するなど、講師業の傍ら折り紙アーティストとして活動する者も少なくない。また協会は、
海外の折り紙コンベンションなどのイベントへの参加サポートも行っており、専門知識を増
やし人脈を広げる講師も増えている。
以上のように、韓国において折り紙は様々な方面で需要がある。講師が多岐に渡る活動を
するには、その内容に即した技能を持
っていることの証明が有効であるた
め、登録講師となった後も参加できる
教育プログラムや取得できる資格が用
意されている。特に教育機関で受け入
れられるには資格が重要であり、多く
の学習機会に対応した資格がある。図
4は、フォーマル教育を学校内教育、
ノンフォーマル教育を学校外教育、そ
の中間として放課後学校を位置付け、 図4 : 教育機関との関わり
折り紙・紙造形指導資格／プログラム
学校内教育
（幼・小・中）
放課後教育
（幼・小・中）
放課後学校（小・中）
放課後児童教室（小）
放課後課程（幼）
折り紙初級／折り紙師範／折り紙指導師範／
折り紙マスター／特殊児童紙造形美術／児童紙
造形指導士／放課後トータル紙ア トー指導士
オンライン
教員職務研修
造形教育
教科教育
特別支援教育
自由学期制度（中）
折り紙教室
　支部・教室
　文化センター等
家庭教師
　
学校外教育
（幼・小・中）
現職教員
放課後折り紙児童教室プログラム／体験数学折り紙プログラム
※このほか、大学では幼児・児童の教師を志している学生に対しても
　折り紙教育や紙造形教育が行われている。 （2019年9月筆者作成）
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それらに対して発行されている資格とプログラムをまとめたものである（図4：教育機関と
の関わり）。
5．結論
韓国折紙協会の人材育成システムでは、個々が望む活動内容や講師像に合わせて取得する
資格を選び、組み合わせることができる。これは根底に、講師になる人がどのライフステー
ジで資格を取り、活用するかを展望したライフデザインの考え方がある。また協会は、人材
の育成だけでなく、折り紙の教育的効果を訴えながら、活動場所、特に学校教育に関わると
ころへの開拓と、そこに必要とされる教育プログラムの開発にも積極的である。「韓国紙⽂
化院」で細かく分類された項目に沿って分析と研究が行われ、それによって開発された教育
プログラムは「紙造形平生教育院」で実施される。その結果はフィードバックされて次の研
究と開発に反映されるという、2本柱によるPDCAサイクルを循環させているのである。
このようにして、協会は生涯学習社会の中で職業としての折り紙講師が活動できるシステ
ムを確立させている。韓国折紙協会は、講師養成、職業教育、独立からその後の活動と技能
向上までをサポートした、プロフェッショナルを育てる団体であると言えよう。こうして協
会は優れた折り紙講師を排出することを中心とした活動を行ってきた。冒頭で述べたように、
韓国折り紙協会の会員は99％女性であり、講師たちはほとんどが女性である。これについて
は、女性の社会参加拡大と権益増進に寄与したとして、韓国女性団体協議会から表彰もされ
ている35。
韓国社会において、折り紙はお金と時間をかけて身につける価値のある⽂化として受け入
れられてきている。なぜなら「特殊分野のオンライン教員職務研修」「放課後学校」「初等児
童教室」などの、現在実施されている教育制度に対する研究に余念がなく、教育の場の中で
積極的に折り紙の活用場所を見出し、それを具体的に実施するための教育プログラムを開発
し改良して、常に有用性を生み出しているからである。それが認められることによって講師
の需要も高まり、職業の選択肢の一つとなり、より高度な専門教育の必要性も高まるのであ
る。折り紙の良いところへ自然に注目されるのを待つのでなく、良いところを独自に生み出
してきた。これが韓国折紙協会設立から30年の間に、折り紙の教育的側面が社会的に認めら
れた理由であろう。
日本は一度、フォーマル教育の表舞台から折り紙を排除してしまった。現代においては、
折り畳みの理論の研究が進んで科学的研究が発表されたり、複雑な構造の折り紙作品が発表
されたり、佐々木禎⼦に起因する折り鶴による平和教育が広がるなど、折り紙に新たな意味
を見出し、発展した部分も見られるが、これらはまだ「点」である。
折り紙の伝承活動というと、どうしても作品をいくつか折って楽しむだけの活動になりが
ちである。例えば、2019年6月～7月にかけて、「⽂化庁伝統⽂化親⼦教室助成事業」として
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「伝統⽂化としての折り紙の体験」がNPO法人目黒ユネスコ協会によって開催され、「5回で、
約10作品を完成」させたという36。それも⽂化に親しむという意味では大切な活動ではある
が、良いものを手から手へ受け継いでいくといった漠然とした継承活動だけでは、⽂化とし
て衰退させてしまう危険性がないだろうか。
「日本の心を世界に伝える」ものの一つとして折り紙⽂化を継承し発展させていくために
は、他の伝統⽂化がそうであるように、技能のほかに、正しい⽂化の歴史や成り立ち、理論
的な理解といった教育と、教育を実行できる指導者が必要である。日本折紙協会と日本折紙
学会ではそのような人材育成に取り組んではいるが、実際に社会で必要とされるのは、折り
紙を折る講習だけであることが多い。これは、日本社会において折り紙⽂化への認識がステ
レオタイプに陥っているからである。
韓国折紙協会のような積極的な取り組みによって⽂化を育てる姿は、日本にとって大きな
示唆となるだろう。世界各国で折り紙⽂化が育ちつつある今、日本が折り紙⽂化を牽引して
いく国であるためには、明確なビジョンをもって継承者を育成し、社会に働きかけることが
必要である。
本小論では、韓国の折り紙の資格制度とそこで要請された講師の役割という側面に焦点を
あてたが、今後はボランティア活動やコンベンション、コンクールの開催などによる継承の
実態と、そうした活動の教育的意義についても検討を行いたい。
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民間資格の中で、社会的ニーズに応える優れた民間資格を同法第19条及び同法施行令第18条に基
づき韓国職業能力開発院の調査・研究を行い、その結果を職業教育訓練政策審議会の審議を経て、
国家が公認してくれる制度。韓国折紙協会「가공인종이접기마스터（国家公認折り紙マスター）」
http://www.origami.or.kr/kr/qualification/master6.php（2019年9月22日取得）
27 韓国折紙協会「자격증 취득 후 진로안내（資格取得後の進路案内）」
http://www.origami.or.kr/kr/qualification/instructor.php（2019年9月20日取得）
28 初等学校・中学校・高校の放課後の時間を利用して学校で提供される有料の課外学習プログラ
ム。教科学習プログラムと、⽂化・スポーツ活動を中心とする「特技・適性プログラム」の2種類
に大別される。学校外の講師やコーチが担当する場合が多く、初等では後者のプログラムが中心
となる。家計を圧迫し、少⼦化の一因ともされる「私教育」（塾や家庭教師など）の抑制を目的と
し、民間よりも廉価な価格でプログラムを提供しており、低所得者層にはバウチャーが給付され
ている。2006年度に本格的に導入され、2014年に参加者が減少に転じたが、2016年に教育省が「放
課後学校活性化プラン」を発表し、芸術及びスポーツ・プログラムの拡大、創造的で⽂理融合型
の思考能力を育むプログラム運営などのプランを打ち出した（⽂部科学省「韓国」『諸外国の教育
動向2016年度版』明石書店、2017年、pp.242-243より要約。）。折り紙分野のさらなる導入が期待さ
れるところである。
29 共働き・低所得層・ひとり親家庭等の小学生を対象とした、学校の授業以外でのケアサービスで
ある。「초등돌봄교실（初等面倒教室）」
방과후학교 포털시스템 사이트（放課後学校ポータルシステムサイト）
https://www.afterschool.go.kr/careservice/classroom.do （2019年9月20日取得）
30 折り紙の指導師範の資格と、紙⽂化の3つの分野で初級資格を所持している人のみが申請・取得
できる。韓国折紙協会「講座のご案内」http://www.origami.or.kr/kr/lecture/info.php（2019年9
月20日取得）
31 特定の1学期間を「自由学期」として職業体験などの体験活動を行うほか、普通教科の授業を
討論や実習中心に運営し、中間・期末考査などの筆記試験を行わない制度。⽂部科学省「韓国」
『諸外国の教育動向2016年度版』明石書店、2017年、p.207．
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32 専門技能を提供する形でボランティア貢献すること。
33 「⽀部・教室・海外⽀部創業案内」『紙⽂化』128号、韓国折紙協会、2019年、p.63.
34 ⽀部・教室の設立には、他の紙の⽂化領域の工芸・アートの師範以上の資格を責任者が3つ所持
している必要がある。
35 女性の比率が99%であることから韓国女性団体協議会にも所属しており、女性の社会参加拡大と
権益増進に寄与したとして、2017年に、オ・ギョンヘ会長が女性家族部長官賞を受賞している。
「行事の便り」『紙⽂化』123号、韓国折紙協会、2018年、p.43.
36 ⽂化庁伝統⽂化親⼦教室助成事業『伝統⽂化としての折り紙の体験』NPO法人目黒ユネスコ協
会、2019年9月10日、https://meguro-unesco.info/shortnews/2019/09/sn343-2.html（2019年12月2
日取得）
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Education to Support the Succession of  
Origami as a Culture and Art 
−A Case Study  of the Origami Education System in 
 South Korea−
MATSUURA, Eiko
Abstract
Origami is a traditional culture and art with a four-hundred year history in Japan. It 
has been incorporated into education since the Meiji era. However, its educational value has 
diminished so it was removed from the formal curriculum in the Showa era. For this reason, 
it is hard to say if a system for the succession of origami culture has been established in 
Japan today. In this paper, we considered the educational activities of the Korea Origami 
Association （KOA）, to search for ideas in order to successfully develop origami as a culture 
and art. KOA is one of the largest origami organizations in the world, and has made 
remarkable progress since its establishment in 1989.
Two internal institutions support the educational activities of KOA. The first one being 
the “Korean Paper Culture Institute”, which is responsible for the research and development 
of Origami educational programs. The other one is, “Paper Art Lifelong Learning Institute” 
which runs and manages the programs. KOA certifies those who have completed these 
education programs. Those certified members can then become “Registered Instructors” 
qualified by the Association. And KOA offers more specialized lectures and qualifications 
depending on the instructor activities, thus, instructors can acquire multiple qualifications 
according to their desired activities. KOA established an educational system aimed at 
nurturing origami specialists using the concept of career design. It allowed these specialists 
to work as professional origami teachers in a lifelong learning society. In this way, origami 
has been accepted as a valuable culture in South Korean society. KOA diligently devised 
how to use origami in the field of education. Due to this, the demand for Origami teachers 
increased as it is well recognized profession.
The continued learning activities of KOA through their active effort cultivating human 
resources and culture can provide valuable and practical ideas for Japan. We should develop 
successors who have a clear vision and can engage with society, thus, Japan can continue 
to be the leaders of origami culture in the world.
